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 In 災害リスクガバナンス・シンポジウム
「広がる絆・高まる地域防災力」
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BOSAI-DRIP 防災科学技術研究所 災害リスク情報プラットフォーム研究プロジェクト

科学研究補助金「基盤研究(Ａ)Web公開型防災力勘定表の構築と
それを活用した災害リスクガバナンス手法の開発」による研究成果発表会
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Ｗeb防災協力関係図の研究の目的と方法

地域防災力向上を目的として 災害リスクガバナンスの再編
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a 地域防災力向上を目的として、災害リスクガバナンスの再編・
高度化に資するリスクコミュニケーション手法の開発

主体間のリスク認知と現状の事前対策の充足度に対する評価
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 In 主体間のリスク認知と現状の事前対策の充足度に対する評価
の相違を示し、リスク認知に基づき、不確実性に対応する社会
的冗長性の必要性とそのレベルを相互に理解する。
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社会的冗長性として、災害対応及び事前の減災対策における
協働関係の多様性や社会資源の調達レベルに関する対話を
促進する
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ＷＥＢを用いて、地域の災害リスクガ ナンスを支える多様な
主体間の協力・連携関係を可視化する手法とシステムを開発
する。

実証実験を通じて 本手法とシ テムが 地域防災力の向上
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実証実験を通じて、本手法とシステムが、地域防災力の向上
に向けた多様な主体間の協働関係の形成に寄与するか、潜在
的な防災力としての平時の地域コミュニティのガバナンスとの
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e 的な防災力としての平時の地域コミュ ティのガバナンスとの
意図的な関係づくりに寄与するかを検証する。
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リスクガバナンス（協働型防災社会）とは
「多様な主体がリスク情報に基づく相互作用を通じて、
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ネットワークを形成し、協働してリスクを統治すること。」

公的機関による垂直的な指揮系統
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 In 公的機関による垂直的な指揮系統

○制度的な取り組み
○指揮系統

不確実性を孕むリスク
に社会全体で対応する

知恵
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○トップダウン
○公的資源の活用

多様な主体による協働
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○非制度的・自発的な取り
組み
○水平的なネットワーク
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○ボトムアップ
○社会資源の活用
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「地域防災力」とは
「直接的防災力」
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 In 「直接的防災力」

ハード対策＋重層的自主防災体制＋訓練・演習等

te
r P

re
ve

nt
io

n,

＊
「潜在的防災力」
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地域資源の活用力＋包括的地区自治力
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工学的な脆弱性＋社会的な脆弱性等
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災害時の対応空間（資源の地理的分布や連携の実現可
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能性・有効性）として捕らえる。
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２ 上からサイズダウンする「地域」ではなく、災害対応
の求められるタスクとそれが求める資源や協働の視点
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から、ボトムアップに「地域」と対応の主体とガバナンス
（協働の多様性と関係性）をデザインする
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３ 広域災害の場合には 当該地域の地域内外の相対
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からの資源や援助の受け入れを考慮した「地域」のガバ
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１ 「潜在的防災力」 （平時のコミュニティの自治力・地域経営力）に裏打
ちされた（事前の意図的な関係づくり） 「直接的防災力」 （防災を目的とし
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た平時の事前対策）は、災害時に有効な災害対応力（不確実性に対
する社会的冗長性）として顕在化する蓋然性が高い。
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２ 「直接的防災力」は、災害リスクの特徴に応じて、下
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からの補完性に基づき重層的（町内会単位、避難所単位、広域的な生
活圏域単位 地域ケアのサプライチェーン）な防災体制（ネットワーク）が
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構築されていること。
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３ 「災害リスク情報」（専門知・経験知・地域知の３つの知）を再編・統
合するリスクコミュニケーションの過程を通じて、リスクガ
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バナンス（リスクの社会的な協治）が高度化される。



tfo
rm

 P
ro

je
ct

BOSAI-DRIP地域防災力の顕在化過程のモデル化
nf

or
m

at
io

n 
Pl

a

救命・消火・安否・避難３つの知の統合
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災害対応力直接的防災力
防災 有 事前 策

救命・消火・安否・避難
（町内会・自主防会）

避難所運営

知 統合
①専門知
②経験知
③地域知
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↓

応急期

防災固有の事前対策
避難所運営
（学区）

地区災対本部運営
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避難生活期

災害ボラセン運営
（地区）
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協働のネットワークづくり
社会資源の活用
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復旧力

復興力

社会資源の活用 ↓
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平常時 発災後
リスクコミュニケーションを通じた知の統合とリスクガバナンスの高度化
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地域知地域知
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１ 専門知と経験知を地域知に統合

２ 地域知から専門知へのフィードバック・提案
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（計画への反映、対策の見直し、制度の創設など）

３ 地域知の地域を越えた共有（ご近所の底力）
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都市計画都市計画都市計画都市計画
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住宅住宅住宅住宅
環境・景観環境・景観環境・景観環境・景観
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ブロック塀の生垣化促進
（通学路の場合）
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賃貸住宅の耐震化
（高齢者の場合）

場
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防災防災防災防災
市民活動市民活動
・地域経営・地域経営
市民活動市民活動
・地域経営・地域経営
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防災防災防災防災 福祉福祉福祉福祉
・地域経営・地域経営・地域経営・地域経営
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よる知の統合と情報提供の高度化手法
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【実践事例】地域における防災マップ作成システムの活用
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過去の災害記録を市のハザードマップ上で
共有・確認
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災マップ（静岡県島田市大津小学校区の例）
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シナリオでリスクを考える
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1 被害想定や前提条件を設定し 時間の流

シナリオでリスクを考える
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 In 1. 被害想定や前提条件を設定し、時間の流

れの中で、災害リスクを具体的にイメージし
理解する
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n, 理解する。

2 付与された状況の中で、災害対応課題の
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st 2. 付与された状況の中で、災害対応課題の
解決に向けて、関係者の役割やその限界
を理解し 連携関係を評価する
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3. 具体的な地域の生活文脈の中で、社会的
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脆弱性や社会資源を考慮した災害対応を
検討し 事前対策の課題を抽出する

N
IE

D 
BO

N
at

io
na

l R
es

e 検討し、事前対策の課題を抽出する。



災害対応シナリオ災害対応シナリオのタイムラインのタイムライン

テーマ１：地域の安否確認

地震発生（冬の平日）地震発生（冬の平日）

テ マ１：地域の安否確認

・住民自身による要援護者の安否確認
・児童の保護・引取り・学校と地域の連携

テーマ２：避難所への自主的な避難

・指定避難所への避難誘導と自主的な避難
・避難しない（できない）要援護者の分散型避難・避難しない（できない）要援護者の分散型避難

テーマ３：住民による避難所運営

・限られた住民による避難所運営限られた住民による避難所運営
・分散している避難所との連絡体制（情報の収集と発信）

テーマ４：地域ケア（介護・医療など）の事業継続テ マ４ 地域ケア（介護 医療など）の事業継続

・継続的な介護や投薬の必要な人の救急対処
・外部医療・福祉機関との連携対応

ボテーマ５：外部ボランティアの支援受入れ
・物資の受入れ体制や拠点の再編
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二人一組で役割を演じ、記録する二人一組で役割を演じ、記録する
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災害対応シナリオづくりワ クショップ風景
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として施設の安全性がよくわからな
い 懐中電灯で照らすと壁や柱に亀

1
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 In い．懐中電灯で照らすと壁や柱に亀
裂が入っているようにも見える。集
まった関係者の中には まだ建築の
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課題 施設の安全性を判断するために，そ
れぞれの立場で何をするか発言して1
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ください．1



与えられた役割を演じる与えられた役割を演じる

私は施設管理者である校長の立場として，建物
の安全性が確保できないうちは，近隣住民とい
えども，簡単に中に入ってもよいとは言えませ

施
設
管

， 単
ん．専門家を呼びましょう．

管
理
者

町会役員の立場としては，
一刻も早く避難者を受け

家族に障害の
ある娘がいる

町
会
役
員入れられるよう，避難所

の開設をしたい．市のマ
ニュアルにしたがって，

ので，ほかの
避難者の人た
ちとは別の部

員

ニュアルにしたがって，
建物のチェックをして，
皆で判断しようじゃない
か

ちとは別の部
屋にしていた
だけません
か？

避
難
者
Ｂ か．か？ Ｂ
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藤沢市鵠沼中学校避難所運営ドラマの収録風景
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地域発・防災ラジオドラマづくりを通じた
新たな絆の再生と協働の促進

nf
or

m
at

io
n 

Pl
a 新たな絆の再生と協働の促進

行 政災害リスクシナリオづくり
ワ クショップ①参加

, D
isa

st
er

 R
isk

 In

地域住民
（ＷＳ参加者）

ワークショップ

ハザード同定・被害想定

①参加

②コメント

te
r P

re
ve

nt
io

n,

町内会
自主防災組織 ⑥

被災体験共有
③結果
のＦＢ

②コメント
情報提供

nc
e 

an
d

 D
isa

st

災害対応シナリオ

自主防災組織
避難所運営委員会

防災
ＮＰＯ

⑤編集

⑥
コ
メ
ン
ト

④意見・
アイデア加

IP  fo
r E

ar
th

 S
ci

en

ステークホルダートライアングル
（役割と協働関係）

行動計画

市民劇団

③回覧 編集

ト

感
想
文 アイデア

⑧
参
加
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行動計画地域住民
（ＷＳ非参加者）

③回覧

事業者

脚本化

⑦ラジオドラマ放送学校（授業で）

⑨
感

N
IE

D 
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l R
es

e 事業者
コミュニティＦＭ

⑦ラジオドラマ放送学校（授業で）
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① 住民による地域ド づくり 過程 地域課題と地域

防災ドラマづくりが目指すもの（１）
nf

or
m

at
io

n 
Pl

a ① 住民による地域ドラマづくりの過程で、地域課題と地域
資源、社会関係を可視化し、新たな課題解決のための主体
形成やネットワーク化を促進し 行政 住民組織 ＮＰＯ 事

, D
isa

st
er

 R
isk

 In 形成やネットワーク化を促進し、行政、住民組織、ＮＰＯ、事
業者等の協働によって地域の課題を解決する。

te
r P

re
ve

nt
io

n,

② 「防災」をテーマとする地域ドラマづくりに先立って、「災
害リスクシナリオワークショップ」を実施し、専門家の知見（専
門知）と 被災地の知恵（経験知）を活用し 当該地域固有の

nc
e 

an
d

 D
isa

st 門知）と、被災地の知恵（経験知）を活用し、当該地域固有の
災害リスクや災害文化（地域知）を統合的に利用した被害想
定を行うことで 一般論ではなく 具体的 実践的な対応や対

IP  fo
r E

ar
th

 S
ci

en 定を行うことで、 般論ではなく、具体的、実践的な対応や対
策のあり方を検討する。
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③ 災害時の災害対応や被災生活にとって必要不可欠な
地域情報を受発信できるコミュニティＦＭ局や地域ポータルサ
イトなどの地域メデ アとの顔の見える信頼関係を構築する
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イトなどの地域メディアとの顔の見える信頼関係を構築する。
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防災ドラマづくりが目指すもの（２）
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a

④ 脚本づくりから、声の出演、ドラマの収録に、町内会の役
員や自主防災組織に留まらず 一般住民や生徒 学生など

, D
isa

st
er

 R
isk

 In 員や自主防災組織に留まらず、 般住民や生徒、学生など
が参加することや、インターネットで送信したり、地元の中学
校等の校内放送で放送するなどにより、防災に関心を持たな

te
r P

re
ve

nt
io

n,

いより広い市民層が地域の災害リスクと住民の役割を理解す
ることを狙いとする。
〔防災ドラ の例〕

nc
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an
d

 D
isa

st 〔防災ドラマの例〕
・大規模地震災害時の住民主体の避難所運営（藤沢市）
・大規模地震災害時の集落単位の災害対応
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大規模地震災害時の集落単位の災害対応
（長岡市山古志地区竹沢集落・梶金集落）
・都市型内水氾濫の要援護者の避難誘導（藤沢市）
・地域ケアの災害時サービス継続（つくば市）
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te
 ・地域ケアの災害時サ ビス継続（つくば市）

・幼稚園の園児保護と引渡し（つくば市）
・就学中の小学校避難所運営（つくば市）
広域防災ＮＰＯによる町内会の水害対応支援（中津市）
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e ・広域防災ＮＰＯによる町内会の水害対応支援（中津市）
ほか
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①地区の関係組織 団体

防災協力関係図を用いたリスクコミュニケーション過程

nf
or

m
at

io
n 

Pl
a ①地区の関係組織・団体

の登録

（準備会・対面）

あらかじめシステムにセットされた団体から選択す

る。さらに、地域独自の団体などを追加する。
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 In

（準備会 対面）

②災害対応項目の選択 災害時に行われるさまざまな対応のうち、町内会レ

te
r P

re
ve

nt
io

n, ②災害対応項目の選択

（準備・対面） ベル、避難所レベル、広域の地区レベルごとに、協

力・連携が求められる災害対応を選択する。
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d
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st

③リスク認知、事前対策

の充足度、現状の連携状 ②で選んだ項目について、各団体が回答する。

各種災害 関する ク認知

IP  fo
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況、連携意向を回答

（ＷＥＢ）

・各種災害に関するリスク認知

・現状の事前対策の充足度

・現在の連携状況
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④六会地区における

連携・協力の図の確認

・今後の連携意向

①～③の回答結果を協力関係図に集約し、関係図を見なが

プ
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e 連携・協力の図の確認

（対面）
らワークショップで意見交換

新たな連携先も声をかける。



tfo
rm

 P
ro

je
ct

BOSAI-DRIP
ＷＥＢ防災協力関係図を用いたリスクコミュニケーション
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防災協力関係図 記入の方法

②関係がある・
作りたい主体小学校

民生委員

③協力関係の

民生委員
市役所

ＰＴＡ

①自分が

状況

自主

ＰＴＡ
●●建設

敬老会
強い連携がある

連携がある

①自分が
所属する主体

自主
防災会 連携を作りたい


